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【研究の背景と目的】 

芸能研究において、たとえば林屋辰三郎の「環境論」のように、「環境」は重要な概念のひと

つとされてきた（林屋 1969）。林屋は、演者と観客、それらをめぐる諸条件を包摂したものを

「環境」とし、これを記述することを芸能史研究の方法として提唱した。今日の人類学におい

ても、演者・観客・社会的条件などの関係に着目した研究が展開されつつある。しかし芸能研

究と、人類学などの他の領域との接点にかんしてはあまり考察されてこなかった。本発表の目

的は、芸能研究以外の「環境」の捉え方も踏まえ、大道芸を事例としながら、「環境」を軸とし

た芸能研究の可能性について考察することである。 

【方法】 

本発表では、周囲の状況に応じて臨機応変に

パフォーマンスの方法を変える芸能として大道

芸に着目し、環境と芸能との関係にかんする考

察の深化を目指す。調査対象は大阪府を拠点と

しているちんどん屋「ちんどん通信社」がおこな

う路上での宣伝である。ちんどん屋とは、派手な

扮装をして、太鼓や管楽器などをもちいて街頭

で宣伝をおこなう、広告代理業のひとつである

（写真）。本発表にかかわる調査は、2021 年 10

月から 12 月にかけて、大阪市港区の A 店の協

力を得て計 7 回の調査を実施した。 

 

街頭で宣伝をおこなうちんどん屋 

（2021年 12月 16日発表者撮影） 

当該店舗の街頭での宣伝について、ボイスレコーダー、カメラ、GPSにより街頭でのパフォ

ーマンスや街の人びととのやり取りを記録し、宣伝方法や売上の変化にかんするデータも得た。 

【結果と考察】 

 芸能における「環境」について、事例をもとに 2 つの観点から考察する。1 つは、路上とい

う本来は芸能のためではない場において、芸能のための独自の時空としての「環境」（＝環世

界）を形成する過程への着目である。もう 1つは、演者と観客との媒体として「環境」を捉え、

これらの相互の関係を考察することである。本発表では、これら 2つの観点をもとに、演者た

ちが街の人びとの年齢層や通行人などの視覚的情報をもとに演目を変える様子や、演者たちと

通行人との会話などの事例を取り上げる。また、演者による街の環境の認識にかんして、視覚

的に得られる情報や通行人の反応に加え、自分たちが出している音の反響をもとに適度な音の

出し方を考えている事例にも着目する。 


